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流通とＳＣ・私の視点 

2010年８月 17 日 
 

生活密着総合業態とは!! 
 

総合業態は｢百貨店｣｢ＰＤＳ｣｢ＧＭＳ｣｢スーパーセンター｣の４つに分類されます。 

総合業態をマトリックス化すると次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この中で｢ＧＭＳ｣が中道業態化し長期低落化の道を歩んでいます。アメリカではＧＭＳはＳＣの核店として

ワンランク上の総合業態である｢ＰＢＳ｣(ＧＭＳにターゲットのカスタマイズ性とライフスタイル性を付加)と

なり、ジュニア百貨店化しました。ＪＣペニーやシアーズがその例です。そして、一方、ＧＭＳはワンランク

下の総合業態として｢スーパーセンター｣(ＧＭＳにカテゴリー特化のＭＤｉｎｇとディスカウント性を付加)と

なり、ディスカウント志向の強いＧＭＳ化しました。ウォルマートスーパーセンターやスーパーターゲットが

その例です。アメリカでは総合業態はその意味において｢百貨店｣と｢ＰＤＳ｣と｢スーパーセンター｣の３業態で

ＧＭＳは基本的には淘汰されました。 

日本ではＧＭＳがＳＣの核店となっても、ワンランク上の業態であるＰＤＳに脱皮できず、また、価格志向

のワンランク下の業態であるスーパーセンターにも脱皮できていません。今、日本のＧＭＳはＰＤＳ化にもス

ーパーセンター化にも挑戦していますが、脱皮できず中途半端な中道業態にとどまったままで長期低落化して

います。 

しかし、生活に関するベイシックニーズをフルライン・フルアイテムで取り扱う生活密着総合業態は必要で

す。アメリカでも、流通業態が大商圏業態のＲＳＣ、小商圏業態のＮＳＣ、バリュー業態のパワーセンターに

３極化して中商圏のＣＳＣは淘汰されましたが、スーパーセンターが出現(1980年代後半)してＣＳＣの役割を

果たしています。 

今、日本でもＲＳＣ化、ＮＳＣ化、バリューセンター化へと専門特化による買物の場所の分散化が進み、日

常生活のベイシックなニーズに対応した｢ないものがない業態｣(生活必需ニーズに根こそぎ対応する業態)が不

足しています。今の日本のＧＭＳは｢ライフスタイル性｣においても｢廉価性｣においても｢ワンストップショッピ

ング性｣においても｢利便性｣においても中途半端であり、生活密着総合業態になっていません。 

日本ではローカルの閉鎖立地で小商圏型の生活密着総合業態のスーパーセンター(トライアルやプラントや

ＡＺマキオ等)は存在しますが、都市型立地の生活密着・総合業態はベイシアくらいで、多くのＧＭＳは挑戦し

たけれどうまくいっていません。 

生活密着総合業態は、アメリカでは｢スーパーセンター｣が、韓国では｢割引店｣(Ｅマートのハイクオリティ

＆ディスカウント志向のＧＭＳ)が、中国では｢スーパーセンター｣(中国では高級業態が百貨店、中級業態がＳ

Ｃ、廉価・生活密着業態がスーパーセンターと３核化)がありますが、日本では大きなエアポケットとなってい

ます。日本はアメリカのようなウォルマート型(カテゴリー単位の商品特価とディスカウント性のある生活密着

総合業態)か、韓国のようなＥマート型(ハイクオリティ＆ディスカウント志向の生活密着・総合業態)の選択肢

があります。Ｅマート型はアメリカではＨＥＢ、日本では三和が近い生活密着総合業態です。 
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